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　急速に人口減少が進む中、人口減少に歯止めをかけ、将来にわたって活力のあるやまなしを創生するため、令和
5年7月に、県、市町村、企業等による「やまなし人口減少危機突破共同宣言」を行い、オール山梨で各種対策を進
めることとしています。
　一方、国においても令和5年4月に「こども家庭庁」を創設するとともに、昨年12月に決定した「こども未来戦
略」に基づく、こども政策の強化を図ることとしています。
　今号では、人口減少危機突破に向けて開始した、県人口減少危機対策本部事務局の抜本的・集中的な取り組み
を特集します。

「人口減少危機突破に向けて」
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山
梨
県
の
人
口
と
ほ
ぼ
同
数
が
1
年
間
で
減
少
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

全
国
と
同
様
に
、
2
0
2
2
（
令
和
4
）
年
10
月

1
日
現
在
の
本
県
の
人
口
は
、
前
年
か
ら
3
千
人
減
の

80
万
2
千
人
と
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
2
0
2
3

（
令
和
5
）
年
2
月
1
日
現
在
の
常
住
人
口
は
79
万
9
千

人
と
約
43
年
ぶ
り
に
80
万
人
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
我
が
国
で
は
、
世
界
に
類
を
見
な
い
急
速
な
ペ
ー
ス

で
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
都
市
圏
と
地
方
に
お
け
る
人
口
移
動
の
不

均
衡
は
、
地
方
の
過
疎
化
や
地
域
産
業
の
衰
退
等
を
も

た
ら
す
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ 

山
梨
県
の
現
状

　

国
の
人
口
は
2
0
0
8
（
平
成
20
）
年
を
ピ
ー
ク
に

減
少
局
面
に
入
っ
て
い
ま
す
。
総
務
省
の
人
口
推
計
に
よ

る
と
、
2
0
2
2
（
令
和
4
）
年
10
月
1
日
現
在
の
総

人
口
は
1
億
2
,
4
9
4
万
7
千
人
で
あ
り
、
前
年
に

比
べ
55
万
6
千
人
の
減
と
、
12
年
連
続
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
人
の
人
口
は
1
億
2
,
2
0
3
万
1
千

人
で
、
前
年
に
比
べ
75
万
人
の
減
少
と
な
り
、
こ
れ
は
、
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出典：国勢調査（2021年以降は山梨県常住人口調査結果報告）

出典：国勢調査結果（2050年は国立社会保障・人口問題研究所推計値）
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１ 

本
県
の
人
口
の
推
移
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速
に
進
行
し
て
お
り
、
2
0
2
2
（
令
和
4
）
年
は

マ
イ
ナ
ス
6
,
3
3
1
人
で
、
2
0
0
4
（
平
成
16
）

年
以
降
、
自
然
減
の
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
2
0
2
1
（
令

和
3
）
年
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡

大
等
の
影
響
も
あ

り
、
本
県
人
口
の

日
本
人
の
社
会

増
減
の
数
（
転

入
者
数
︱
転
出
者

数
）
は
2
5
2
人

と
な
り
、
21
年
ぶ

り
に
社
会
増
に

転
じ
ま
し
た
が
、

2
0
2
2
（
令
和

4
）
年
は
マ
イ
ナ

ス
12
人
の
社
会

減
、2
0
2
3（
令

和
5
）
年
は
、
マ

イ
ナ
ス
8
1
6
人

の
社
会
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
は
、

少
子
高
齢
社
会
の

特
徴
と
し
て
、
死

亡
数
が
出
生
数
を

大
き
く
上
回
る

「
自
然
減
」
が
急

　

本
県
の
人
口
の
推
移
を
見
て
、「
1
9
8
0
年
代
と

同
じ
人
口
規
模
な
の
で
、
昔
に
戻
る
だ
け
で
は
な
い

か
」と
考
え
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

1
9
8
0
年
と
2
0
2
0
年
の
総
数
は
同
じ
80
万
人
で

も
、
人
口
構
造
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

1
9
8
0
年
の
子
ど
も
・
若
者
・
現
役
世
代
が
多

く
て
足
下
が
し
っ
か
り
し
た
「
三
角
形
型
」
か
ら
、

2
0
2
0
年
に
は
高
齢
者
が
増
え
子
ど
も
・
若
者
が

減
り
つ
つ
あ
る
「
逆
三
角
形
型
」
に
変
化
し
つ
つ
あ

る
様
子
が
見
て
と
れ
ま
す
。
ま
た
、
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
の
「
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人

口
（
令
和
5
（
2
0
2
3
）
年
推
計
）」
に
よ
れ
ば
、

2
0
5
0
年
に
は
こ
の
逆
三
角
形
型
が
一
層
進
行
す
る

と
さ
れ
、
年
齢
3
区
分
で
み
る
と
、
年
少
人
口
（
15
歳

未
満
）
及
び
生
産
年
齢
人
口
（
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
）

の
減
少
と
高
齢
者
人
口
（
65
歳
以
上
）
の
増
加
が
顕
著 

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
の
問
題
は
、
消
費
市
場
の
規
模
縮
小
だ
け

で
な
く
、
深
刻
な
人
手
不
足
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
り

ま
す
。
経
済
・
産
業
の
縮
小
は
、
住
民
の
経
済
力
の
低

下
に
つ
な
が
り
、
地
域
社
会
の
様
々
な
基
盤
の
維
持
が

困
難
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
口

減
少
に
よ
る
地
域
経
済
の
縮
小
が
人
口
減
少
を
加
速
さ

せ
る
と
い
う
「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
に
陥
る
お
そ
れ
も

あ
り
ま
す
。

出典:《自然増減》人口動態統計（厚生労働省）　《社会増減》住民基本台帳人口移動報告（日本人）（総務省）

人口の自然増減と社会増減の推移（山梨県）

（人）

（年）

２ 

本
県
の
人
口
構
造
の
変
化

３ 

人
口
動
態（「
社
会
増
減
」と「
自
然
増
減
」）

　

  

の
推
移

自然増減数　　　　社会増減数　　　　総増減数
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京圏の吸引力が大
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地
方
に
共
通
す
る
現
象
と
し
て
、
特
に
女
性
の
転
出
超

過
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、「
30
歳
～
39
歳
」
の
「
子
育
て
世
代
」
は
、

2
0
2
0
年
以
降
、「
転
入
超
過
」
に
転
換
し
て
い

ま
し
た
が
、
2
0
2
3
年
再
び
、「
転
出
超
過
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
3
（
令
和
5
）
年
、
就
職
期
（
20
～
24
歳
）

の
若
者
は
1
,5
2
8
人
の
転
出
超
過
と
な
っ
て
お
り
、

約
6
割
を
女
性
が
占
め
て
い
ま
す
。本
県
だ
け
で
な
く
、

出典：「住民基本台帳人口移動報告（日本人）」（総務省）

年齢別の転入超過数（山梨県、2023 年）

子育て世代 (30-39 歳 ) 転入超過数推移（山梨県）

４ 

本
県
に
お
け
る
社
会
増
減
の
傾
向

（人）

（人）

市町村名
人　口

令和5(2023）年１月１日時点
人口動態

令和4（2022）年1月1日〜12月31日
男 女 計 増減数 自然 社会

甲 府 市 87,211 92,500 179,711 -1,043   -1,377 334
富士吉田市 23,014 23,638 46,652 -504 -385 -119
都 留 市 13,933 14,591 28,524 -426 -256 -170
山 梨 市 16,027 17,206 33,233 -375 -379 4
大 月 市 10,755 11,150 21,905 -495 -365 -130
韮 崎 市 13,949 13,844 27,793 -226 -216 -10
南アルプス市 34,872 35,438 70,310 -46 -307 261
北 杜 市 22,200 23,062 45,262 -438 -528 90
甲 斐 市 37,335 37,904 75,239 128 -131 259
笛 吹 市 32,377 33,943 66,320 -795 -484 -311
上 野 原 市 10,800 10,778 21,578 -415 -294 -121
甲 州 市 14,367 15,301 29,668 -534 -412 -122
中 央 市 14,256 14,389 28,645 -225 -150 -75
市川三郷町 7,211 7,491 14,702 -245 -218 -27

市町村名
人　口

令和5(2023）年１月１日時点
人口動態

令和4（2022）年1月1日〜12月31日
男 女 計 増減数 自然 社会

早 川 町 459 457 916 -27 -22 -5
身 延 町 4,980 5,273 10,253 -369 -271 -98
南 部 町 3,470 3,552 7,022 -160 -120 -40
富 士 川 町 6,906 7,245 14,151 -167 -155 -12
昭 和 町 10,244 10,072 20,316 199 17 182
道 志 村 784 761 1,545 -46 -28 -18
西 桂 町 1,954 2,085 4,039 -57 -32 -25
忍 野 村 5,152 4,311 9,463 40 7 33
山 中 湖 村 2,783 2,747 5,530 -56 -32 -24
鳴 沢 村 1,549 1,533 3,082 -6 -36 30
富士河口湖町 12,898 13,256 26,154 -68 -107 39
小 菅 村 332 314 646 -23 -9 -14
丹 波 山 村 283 250 533 5 -9 14

出典：「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（日本人住民）（総務省）

●（参考）市町村別の人口及び人口動態の状況

男性　　　女性

30-34 歳　　　　35-39 歳　　　　30代計

（年）

（単位：人）
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2
0
2
2
（
令
和
4
）
年
に
は
4
,
７
5
9
人
と
約

47
％
ま
で
減
少
、
ま
た
、
15
～
49
歳
の
女
性
人
口
は

「
20
万
6
千
人
」
か
ら
「
14
万
2
千
人
」
へ
と
約
30
％

減
少
し
て
い
ま
す
。　

　
出
生
数
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
は
、
若

い
世
代
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
、
出
生
率
を

上
向
か
せ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
両
面
で
改
善
を
図
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

再
び
下
降
に
転
じ
て
お
り
、
2
0
2
2
（
令
和
4
）
年

に
は
1
・
40
ま
で
低
下
し
、
全
国
と
同
様
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
山
梨
県
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
全
国
を
上
回

る
も
の
の
、
県
民
希
望
出
生
率
（
1
・
87
）、
人
口
置

換
水
準
（
2
・
07
）
か
ら
大
き
く
乖
離
し
て
い
ま
す
。

　
本
県
の
出
生
数
の
推
移
を
見
て
み
る
と
、
1
9
9
6

（
平
成
8
）
年
に
約
9
千
人
生
ま
れ
て
い
た
子
ど
も
は
、

　

厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、

2
0
2
2
（
令
和
4
）
年
の
全
国
に
お
け
る
合
計
特
殊

出
生
率
は
1
・
26
と
過
去
最
低
に
並
び
、
出
生
数
は
前

年
か
ら
4
万
人
余
り
少
な
い
77
万
1
千
人
と
な
り
、
統

計
開
始
以
来
、
初
め
て
80
万
人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。

　
本
県
に
お
い
て
も
、
一
旦
、
上
昇
の
兆
し
を
み
せ
た

合
計
特
殊
出
生
率
は
、2
0
2
1
（
令
和
3
）
年
以
降
、

出典：「人口動態統計」（厚生労働省）

出典：「人口動態統計」（厚生労働省）

　出生数が減少傾向に転じてから既に 30年ほど経過しているため、
出生率が多少回復しても、今後数十年は人口が減り続けます。何故
ならば、将来、子を持つことができる若い世代が確実に減っていく
からです。
　2030 年代に入ると、若年人口は現在の倍速で急減し、少子化は
もはや歯止めの利かない状況となり、2030 年代に入るまでのこれ
からの６～７年が、少子化傾向を反転できるかどうかのラストチャ
ンスと言われています。

出生数と女性人口の推移（山梨県）

合計特殊出生率の推移（全国、山梨県）

人口減少は時間との闘い

５ 

合
計
特
殊
出
生
率
の
推
移

６ 

出
生
数
と
15
～
49
歳
女
性
人
口
の
推
移

（人）

（年）

（千人）

（年）
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同
年
10
月
に
は
、
全
庁
部
局
横
断
的
に
有
機
的
連
携

を
強
力
に
確
保
し
な
が
ら
、
今
後
長
期
に
わ
た
っ
て
取

り
組
み
を
継
続
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
知
事
直
轄

の
組
織
と
し
て
「
人
口
減
少
危
機
対
策
本
部
事
務
局
」

を
新
設
し
ま
し
た
。

　
当
事
務
局
に
は
、
人
口
減
少
危
機
対
策
の
総
合
調
整

及
び
推
進
等
を
担
う
「
人
口
減
少
危
機
対
策
企
画
グ

ル
ー
プ
」
と
、
人
口
減
少
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
分

析
な
ど
を
担
う
「
人
口
減
少
調
査
研
究
グ
ル
ー
プ
」
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
対
策
は
行
政
だ
け
で
な
く
、
民
間

事
業
者
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
協
働
し

て
対
策
の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
梨

中
央
銀
行
様
か
ら
職
員
を
派
遣
い
た
だ
き
、
一
緒
に

な
っ
て
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
同
年
8
月
に
は
、
県
民
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
寄
り
添
い
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
現

す
る
た
め
、
そ
の
取
り
組
み
の
方
向
性
や
関
係
施
策
を

整
理
す
る
と
と
も
に
新
た
な
課
題
に
向
け
た
取
り
組
み

を
取
り
ま
と
め
た
「
人
口
減
少
危
機
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

（
暫
定
プ
ラ
ン
）」
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
、
取
り
組
み
の
方
向
性
と
し

て
、「
安
心
で
き
る
生
活
基
盤
の
整
備
」「
キ
ャ
リ
ア
と

子
育
て
の
両
立
」「
関
係
者
と
の
連
携
」
の
3
つ
に
整

理
し
、
学
び
・
し
ご
と
・
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
な
ど

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

Ⅱ 

人
口
減
少
危
機
突
破
に

　

 

向
け
た
取
組

　
県
で
は
、
こ
う
し
た
人
口
減
少
と
い
う
危
機
的
な
状

況
を
克
服
す
べ
く
、
令
和
5
年
6
月
に
全
国
初
と
な
る

「
人
口
減
少
危
機
突
破
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
年
７
月
に
は
、
市
町
村
・
企
業
・
団
体
の

代
表
者
と
「
や
ま
な
し
人
口
減
少
危
機
突
破
共
同
宣
言
」

を
行
い
、
全
県
を
挙
げ
て
人
口
減
少
危
機
を
突
破
す
る
た

め
の
抜
本
的
・
集
中
的
な
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

２ 
人
口
減
少
危
機
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

　
 （

暫
定
プ
ラ
ン
）

３ 

人
口
減
少
危
機
対
策
本
部
事
務
局
の
設
置

　我が国では、世界に類をみない急速なペースで人口減少・少子高齢化が進行してい
ます。また、大都市圏と地方における人口移動の不均衡は、地方の過疎化や地域産業
の衰退等をもたらす大きな要因となっています。
　本県の最近における人口動態を見ると、社会増減では２年連続の転入超過となった
ものの、自然増減では、ひとたび上昇のきざしをみせた合計特殊出生率も再び下降に
転じました。総人口は 43 年ぶりに 80 万人を下回り、まさに危機的な状況となってい
ます。
　その背景には、結婚や子どもを望んでも、出会いの機会の少なさや、経済的な不安
定さ、子育ての負担感、出産・育児・仕事の両立の難しさなど様々な要因から「希望
がかなえられない」という、県民の社会に対する悲観的なとらえ方があります。また、
若者が大都市圏での仕事や暮らしに魅かれて多数転出していっている現状にも向き合
わなければなりません。
　こうした状況を改善し、人口減少の危機を突破するためには、県・市町村・民間企業等、
全ての関係者が一丸となり、この危機的な状況を克服する決意を共有することがはじ
めの一歩となります。
　以上の認識に立ち、私たちは、全ての県民が山梨での生活に希望と将来への展望を
もてるよう、また、ふるさと山梨が、未来にわたって永く愛すべきふるさとであり続
けられるよう、オールやまなしの総力を尽くし、この危機を克服・突破すべく、全力
で取り組んでいくことをここに宣言します。

２０２３年７月２７日
　山梨県知事・２７市町村長・
　「やまなし人口減少危機突破共同宣言」 宣言団体一同

やまなし人口減少危機突破共同宣言

１ 

人
口
減
少
危
機
突
破
共
同
宣
言

左）長崎知事　　中央）山梨中央銀行　　右）細田事務局長
　　　　　　　　　　古屋頭取　
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○
「
若
手
職
員
専
門
部
会
」
に
よ
る
検
討

　

県
職
員
が
抱

え
る「
結
婚
」「
出

産
」「
子
育
て
」

に
係
る
課
題
を

解
決
す
る
た
め
、

当
事
者
で
あ
る

職
員
自
ら
が
自

分
ご
と
と
し
て

支
援
策
を
考
案

す
る
県
庁
の
若

手
職
員
に
よ
る

専
門
部
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　

各
部
局
か
ら

有
志
を
募
集
し
、

①
出
会
い
・
結

婚
、
②
妊
娠
・

出
産
、
③
子
育

て
に
分
か
れ
て

活
動
を
行
い
、

部
会
で
挙
が
っ

た
提
案
を
知
事

へ
政
策
提
言
と

し
て
報
告
し
ま

し
た
。

　
提
言
内
容
は
、

県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表

予
定
で
す
。

○
人
口
減
少
危
機
対
策
基
礎
調
査

（
経
済
要
因
）

　

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
の
実

態
や
出
生
率
上
昇
を
阻
害
す
る
経
済
要

因
を
的
確
に
把
握
し
、
本
県
の
人
口
減

少
危
機
対
策
に
資
す
る
効
果
的
な
施
策

の
立
案
や
持
続
可
能
な
取
り
組
み
に
繋

げ
る
た
め
基
礎
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
基
礎
調
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は

市
町
村
の
皆
さ
ん
へ
も
提
供
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
す
。

○
遊
休
公
共
施
設
等
の
利
活
用

　

子
育
て
世
帯
等
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
良
質
か
つ
安
価
な
住
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
廃
止
予
定
の
県
職
員
宿

舎
を
売
却
す
る
に
あ
た
り
、
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
、
よ
り
優
れ
た
提

案
を
持
つ
売
却
事
業
者
を
選
定
し
ま

し
た
。

　

今
後
、

本
件
を
モ

デ
ル
ケ
ー

ス
と
し
て
、

遊
休
公
共
施
設
な
ど
を
子

育
て
世
帯
等
へ
向
け
た
住

宅
へ
転
用
す
る
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
、
市
町
村

の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が

ら
県
内
全
域
に
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

自
然
増
に
資
す
る
取
り
組
み

　
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
基
づ
き
、
全
庁
を
あ
げ
て
様
々

な
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
人
口
減
少

危
機
対
策
本
部
事
務
局
で
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
を
い

く
つ
か
簡
単
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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○	『
や
ま
な
し
人
口
減
少
危
機
突
破
共
同
宣
言
』

	

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
企
業
版
）
の
募
集

　

県
で
は
、「
共
同
宣
言
」
に
御
賛
同
い
た
だ
い
た
企

業
等
を
は
じ
め
、
今
後
「
働
き
方
改
革
」
に
取
り
組
も

う
と
さ
れ
る
企
業
が
、
現
在
、
自
ら
が
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
や
今
後
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
企
業

P
R
等
を
記
載
し
た
『
や
ま
な
し
人
口
減
少
危
機
突

破
共
同
宣
言
』
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
企
業
版
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、「『
や
ま

な
し
人
口
減
少
危
機
突
破
共
同
宣
言
』
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

集
」
と
し
て
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

山
梨
県
／
や
ま
な
し
人
口
減
少
危
機
対
策
特
設
ペ
ー
ジ

 （pref.yam
anashi.jp

）

 

社
会
増
に
資
す
る
取
り
組
み

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
地
方
移
住
へ
の
関
心
は
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
普
及
し

た
こ
と
に
よ
る
転
職
な
き
移
住
や
、
都
市
部
と
地
方
部

○
安
心
結
婚
・
子
育
て
や
ま
な
し
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン

啓
発
事
業

　

結
婚
・
子
育
て
の
標
準
モ
デ
ル
を
可
視
化
し
、
若

年
層
に
結
婚
・
子
育
て
を
含
め
た
人
生
を
考
え
る
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
結
婚
・
子
育
て
に
対
す
る
不

安
感
を
払
拭
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
必
要
な
情
報
、

家
庭
を
持
つ
意
義
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
形

成
の
参
考
と
な
る
冊
子
、
啓
発
動
画
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

○
少
子
化
対
策
の
効
果
検
証
に
関
す
る

 	

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

内
閣
官
房
参
与
で
国
の
社
会
保
障
・

人
口
減
少
問
題
を
担
当
す
る
山
崎
史
郎

氏
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
家
チ
ー
ム
と

タ
ッ
グ
を
組
み
、
国
や
地
方
自
治
体
、

企
業
、
地
域
な
ど
が
取
り
組
む
少
子
化

対
策
が
出
生
率
の
向
上
に
効
果
が
あ
る

の
か
、
本
県
が
モ
デ
ル
地
域
と
な
っ
て

そ
の
有
効
性
を
検
証
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

研
究
期
間
を
令
和
７
年
度
ま
で
と
し
、

少
子
化
対
策
の
効
果
に
つ
い
て
、「
働
き

方
改
革
・
雇
用
改
革
」、「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

推
進
」、「
地
域
力
向
上
」
の
3
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
分
析
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
考
察
に
よ

り
研
究
を
行
い
出
生
率
の
向
上
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
の
高
い
指
標
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

ライフデザイン冊子表紙（案）
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双
方
に
生
活
と
仕
事
の
拠
点
を
持
つ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

で
あ
る
二
拠
点
居
住
の
ニ
ー
ズ
が
急
激
に
高
ま
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
県
で
は
、
引
き
続
き
、
東
京
圏
に
隣
接
し
て
い
な
が

ら
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
、
近
い
将
来
に
は
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
が
開
業
す
る
な
ど
、
他
に
は
類
を
見
な
い

本
県
の
優
位
性
を
い
か
し
、
場
所
に
縛
ら
れ
な
い
暮
ら

し
方
・
働
き
方
に
よ
る
本
県
へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
・

拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○	

や
ま
な
し
二
拠
点
居
住
・
移
住
総
合
Ｗ
Ｅ
Ｂ
メ
デ
ィ

ア
「
Y
︱
c
h
a
r
g
e
（
ワ
イ
・
チ
ャ
ー
ジ
）」

　
二
拠
点
居
住
地
・
移
住
地
と
し
て
の
本
県
の
ブ
ラ
ン

ド
力
を
強
化
し
、
本
県
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ
を
創
出

す
る
た
め
、
二
拠
点
居
住
・
移
住
に
興
味
の
あ
る
方
か

ら
『
選
ば
れ
る
地
』
と
な
る
よ
う
、
二
拠
点
居
住
地
・

移
住
地
と
し
て

の
山
梨
県
の
魅

力
に
つ
い
て
深

掘
り
し
た
記
事

を
発
信
し
て
い

ま
す
。

　

移
住
者
の
声

や
県
内
市
町
村

の
概
要
、
そ
れ

ぞ
れ
の
二
拠
点

居
住
・
移
住
に

関
す
る
サ
イ
ト

を
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。
是
非
、

ご
一
読
下
さ
い
。

○
や
ま
な
し
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
人
材
誘
致
事
業

　
東
京
圏
の
潜
在
的

な
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

人
材
（
先
進
的
・
創

造
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
ち
、
地
域
課
題
の

解
決
方
法
を
提
案
・

実
践
す
る
意
向
の
あ

る
人
材
）
を
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、

セ
ミ
ナ
ー
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
二
拠

点
居
住
地
・
移
住
地

と
し
て
の
本
県
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
強
化
し
、「
人
が
人

を
呼
ぶ
」
人
口
流
入
の
好
循
環
や
地
域
の
活
性
化
事
例

の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
脱
し
て
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
令

和
5
年
度
を
、「
人
口
減
少
危
機
突
破
元
年
」と
し
て「
や

ま
な
し
人
口
減
少
危
機
突
破
共
同
宣
言
」
を
行
い
、
対

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
暫
定
プ
ラ
ン
）
の
公
表
に
よ
り
抜
本

的
・
集
中
的
な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
た
人
口
減
少

危
機
対
策
で
す
が
、
人
口
減
少
と
い
う
極
め
て
重
大
か

つ
喫
緊
の
課
題
は
、
県
だ
け
の
努
力
で
解
決
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
す
。
引
き
続
き
、
市
町
村
を
は
じ
め
と
す

る
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
の
皆
様
の
叡
智
を
集
結
し
、
本
県

の
実
情
に
合
っ
た
実
効
性
の
あ
る
施
策
の
展
開
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

WEB Instagram Facebook
○都内で開催されたセミナー

○峡南地域でのフィールドワーク

４ 

今
後
の
展
望



リ
サ
ー
チ
を
利
用
し
、
W
E
B
方
式
に
よ
り
事

前
調
査
と
本
調
査
の
二
段
階
で
実
施
し
た
。

　

ま
ず
、
事
前
調
査
で
は
、
L
I
N
E
リ
サ
ー

チ
に
登
録
し
て
い
る
全
国
の
15
～
69
歳
の
男
女

2
1
,
0
0
6
人
を
対
象
に
「
あ
な
た
は
山
梨

県
で
移
住
生
活
（
短
期
間
で
の
お
試
し
移
住
や

お
試
し
起
業
を
始
め
、
二
拠
点
・
多
拠
点
居
住
、

長
期
間
で
の
本
格
的
な
定
住
や
就
業
（
個
人
事

業
の
実
施
を
含
む
））
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
か
」
と
の
質
問
で
実
施
し
、「
そ
う
思
う
」
を

始
め
「
ま
あ
ま
あ
そ
う
思
う
」、「
過
去
に
検
討

し
た
こ
と
は
あ
る
」、「
二
拠
点
・
多
拠
点
居
住

な
ら
し
て
み
た
い
」が
併
せ
て
4
,8
6
1
人（
出

現
率
：
23
・
1
%
）
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
事
前
調
査
で
抽
出
さ
れ
た

4
,
8
6
1
人
を
対
象
に
、
同
居
者
の
有
無
や

山
梨
県
内
で
の
移
住
生
活
希
望
の
有
無
及
び
そ

の
理
由
な
ど
9
項
目
に
つ
い
て
本
調
査
を
実
施

し
、1
,0
5
７
人
か
ら
回
答
を
得
た
（
回
答
率：

21
・
7
%
）。

　

ま
ず
、「
山
梨
県
で
移
住
生
活
を
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
か
。
思
う
場
合
そ
の
主
な
理
由

は
何
で
す
か
」
と
の
質
問
（
複
数
回
答
）
に
つ

い
て
は
、「
思
う
」
が
91
・
9
%
、「
思
わ
な
い
」

が
8
・
1
％
と
な
る
と
と
も
に
、
思
う
場
合
の

理
由
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ
で
示
し
た
と
お
り

「
自
然
が
豊
か
」
が
72
・
7
％
で
最
も
高
く
、
次

い
で
「
食
べ
も
の
が
美
味
し
い
」
が
55
・
4
%
、

「
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
め
る
」
が
28
・
8
％
と
な
っ

て
い
る
。

　
次
に
、「
山
梨
県
内
で
移
住
生
活
を
し
て
み
た

い
と
思
う
地
域
は
ど
の
よ
う
な
地
域
で
す
か
」

と
の
質
問
に
対
し
て
は
、「
都
市
部
近
郊
」
が

34
・
0
%
で
最
も
高
く
、
次
い
で
「
中
心
市
街

地
」
が
26
・
7
%
、「
中
山
間
部
」
が
19
・
3
%

と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
内
、
山
梨
県
で
移
住
生
活
を
し
て
み
た

い
と
思
う
人
を
対
象
と
し
た
「
実
際
に
山
梨

県
内
で
移
住
生
活
を
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
場

合
、
空
き
家
を
活
用
し
て
生
活
す
る
こ
と
（
そ

こ
に
住
ん
で
暮
ら
す
こ
と
や
そ
こ
で
何
か
事
業

を
行
い
活
用
す
る
こ
と
な
ど
）
に
つ
い
て
ど
う

山
梨
県
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
空
き
家
対
策
に
求
め
ら
れ
る
も
の

研
究
員   

宇
佐
美 

淳

　

山
梨
県
は
全
国
で
空
き
家
率
が
最
も
高
い
。

5
年
毎
に
国
が
行
う
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

よ
る
と
、
山
梨
県
の
空
き
家
率
は
2
0
1
3
年

の
22
・
0
％
よ
り
は
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、

最
新
の
2
0
1
8
年
で
は
21
・
3
％
で
引
き
続

き
全
国
で
最
も
高
く
、
最
も
低
い
埼
玉
県
の

10
・
2
％
と
比
べ
て
2
倍
以
上
で
あ
る
（
な
お
、

今
年
度
最
新
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
）。

　

そ
の
要
因
と
し
て
は
、
本
調
査
に
二
次
的
住

宅
、
つ
ま
り
別
荘
等
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
大
き
い
が
、
日
本
有
数
の
別
荘
地
で
も

あ
る
北
杜
市
の
清
里
地
区
や
富
士
山
麓
の
地
域

で
は
、
数
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
所
有
者
の
高

齢
化
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
移
動
の
制
限
等
に

よ
り
、
管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
と
い
う
課

題
も
見
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
国
土
交
通
省
が
実
施
し
て
い
る

空
き
家
対
策
モ
デ
ル
事
業
に
今
年
度
山
梨
県
内

で
初
め
て
採
択
さ
れ
た
、「
使
用
貸
借
契
約
に
よ

る
空
き
家
の
保
全
を
図
る
モ
デ
ル
事
業
︱
地
域

が
求
め
る
人
物
像
の
可
視
化
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン

グ
の
合
理
化
︱
」（
事
業
実
施
責
任
者
は
特
定
非

営
利
活
動
法
人
イ
エ
カ
ラ
）
に
お
い
て
、
筆
者

が
担
当
し
た
W
E
B
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析

か
ら
今
後
の
空
き
家
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
今
年
10
月
、
L
I
N
E
リ

サ
ー
チ
株
式
会
社
が
提
供
し
て
い
る
L
I
N
E

公益財団法人 山梨総合研究所

1
は
じ
め
に

3
調
査
の
結
果

２
調
査
の
概
要

n=1057

自然が豊か
食べものが美味しい
レジャーを楽しめる

市街地と自然との距離が近い
生活コストが安い
まちの景観が良い

都心へのアクセスが良い
治安が良い

住んでいる人が温かい
自然災害が少ない
子育てがしやすい
仕事がやりやすい

その他
思わない

72.7
55.4

28.8
23.1
22.1
20.8
19.2

14.4
13.4

8.9
8.1

3.3
1.5

8.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％
山梨県への移住希望の有無と理由（MA）
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思
い
ま
す
か
」
と
の
質
問
に
対
し
て
は
、「
し
て

み
て
も
よ
い
と
思
う
」
が
54
・
1
%
で
最
も
高

く
、
次
い
で
「
是
非
し
て
み
た
い
と
思
う
」
が

20
・
5
%
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
20
・

0
%
と
な
っ
て
い
る
。

　

更
に
、
山
梨
県
内
で
の
移
住
生
活
で
空
き
家

を
活
用
す
る
こ
と
に
肯
定
的
な
人
を
対
象
と
し

た
「
活
用
し
て
生
活
す
る
空
き
家
の
契
約
方
法

と
し
て
、『
賃
貸
借
契
約
』
で
は
な
く
『
使
用
貸

借
契
約
』
で
行
う
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

思
い
ま
す
か
」
と
の
質
問
（
契
約
方
法
の
違
い

に
つ
い
て
は
表
の
と
お
り
で
、
回
答
者
に
は
同

様
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
）
に
対
し
て
は
、「
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
が
42
・
1
%
で
最
も

高
く
、
次
い
で
「
ま
あ
ま
あ
そ
う
し
た
い
」
が

28
・
1
%
、「
わ
か
ら
な
い
」
が
16
・
6
%
、「
そ

う
し
た
い
」
が
6
・
9
%
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、「
実
際
に
山
梨
県
内
で
移
住
生
活
を
す

る
こ
と
を
想
定
し
た
場
合
、
行
政
や
ま
ち
づ
く

り
関
係
機
関
か
ら
ど
の
よ
う
な
支
援
を
必
要
と

し
ま
す
か
」
と
の
質
問
（
複
数
回
答
）
に
対
し

て
は
、
グ
ラ
フ
で
示
し
た
と
お
り
「
実
際
に
生

活
す
る
地
域
の
情
報
提
供
」
が
61
・
3
%
で
最

も
高
く
、
次
い
で
「
移
住
に
あ
た
っ
て
の
資
金

面
で
の
補
助
」
が
59
・
0
%
、「
移
住
ま
で
の
相

談
体
制
の
構
築
」
が
48
・
1
%
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
分
析
す
る

と
、
山
梨
県
内
で
の
移
住
生
活
を
希
望
す
る
場

合
、
そ
の
理
由
と
し
て
豊
か
な
自
然
が
多
く
挙

げ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
実
際
に
移
住

生
活
を
し
て
み
た
い
と
思
う
地
域
は
都
市
部
近

郊
で
、
そ
こ
に
は
、
移
住
生
活
を
希
望
す
る
理

由
に
も
あ
る
「
市
街
地
と
自
然
と
の
距
離
が
近

い
」
と
感
じ
て
い
る
回
答
者
も
一
定
数
い
る
こ

と
が
そ
の
要
因
の
1
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
山
梨
県
内
で
の
移
住
生
活
に
空
き
家

を
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
回
答
者
の

７
割
強
が
肯
定
的
と
み
ら
れ
る
中
で
、
空
き
家

を
使
用
貸
借
契
約
で
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、3
割
強
が
前
向
き
な
回
答
を
示
し
た
。現
在
、

購
入
や
賃
貸
借
契
約
が
主
流
で
あ
る
中
で
、
そ

も
そ
も
使
用
貸
借
契
約
と
い
う
形
態
を
知
ら
な

い
場
合
が
多
く
、
実
際
の
生
活
と
し
て
想
像
す

る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、「
ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い
」
や
「
わ
か
ら
な
い
」
と
の
回
答
が
多

く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
使
用
貸
借
契

約
に
よ
る
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て
も
、
1

つ
の
解
決
策
と
し
て
の
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、山
梨
県
内
で
の
移
住
生
活
に
あ
た
っ

て
行
政
な
ど
の
関
係
機
関
に
求
め
る
支
援
と
し

て
は
、
情
報
、
資
金
、
相
談
体
制
が
多
く
を
占

め
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
、
国
土
交
通
省
令
和
5
年
度
空

き
家
対
策
モ
デ
ル
事
業
の
採
択
案
件
に
係
る

W
E
B
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、
山
梨
県

に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
空
き
家
対
策
に
求
め
ら

れ
る
も
の
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
実
施
さ
れ
て
い
る
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
の
結
果
が
今
後
公
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

が
、
そ
れ
と
併
せ
て
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
が
今
後
の
空
き
家
対
策
の
参
考
に
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

THINK TANK

４
調
査
結
果
の
分
析

５
お
わ
り
に

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

実際に生活する地域の情報提供

移住にあたっての資金面での補助

移住までの相談体制の構築

移住先での仕事に関する情報提供

先輩移住者の紹介

地域との交流機会の創出

子育て世帯に特化した支援

その他

特に必要としない

わからないn=1057

61.3

59.0

48.1
45.1

27.5

26.3

22.7

0.1

3.4

5.4

根拠法 大まかな違い

賃貸借契約 宅地建物取引業法

・	借主は貸主に賃料を支払うことで物件を使用
し、使用にあたっての修繕等は貸主が行う。
・	借主は返還する際に原状回復すること等が求
められる。
・	士業による重要事項の説明と契約が必須と
なる。

使用貸借契約 民法

・	貸主から借主には無償ないし安価で物件が貸
し付けられるが、使用期間中、借主が行ったリ
フォーム等の費用は借主側の負担で行われる。
・貸主は原則としていつでも借主に対して契約
を解除し、その返還を要求することができる。
・	契約にあたっては、士業の介在は任意であり、
契約内容も協議の上での決定となる。

「賃貸借契約」と「使用貸借契約」の違い

山梨県内への移住生活に伴う行政等からの必要な支援（MA）
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N
P
O
法
人
未
来
の
荒
川
を
つ
く

る
会
は
、
平
成
22
年
に
「
今
よ
り
も

美
し
い
ふ
る
さ
と
で
あ
っ
て
欲
し

い
」
と
の
願
い
か
ら
、
人
と
自
然
の

共
生
す
る
社
会
づ
く
り
の
一
翼
を
担

お
う
と
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
活
動
は
、
毎
月
第
1
日

曜
日
に
実
施
し
て
い
る
荒
川
及
び
支

流
の
河
川
清
掃
と
親
子
を
対
象
に
川

の
大
切
さ
を
学
ぶ
「
子
ど
も
水
辺
楽

校
」
の
開
催
、
中
・
高
校
生
を
対
象

に
し
た
S
D
G
s
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
や
環
境
保
護
実
践
教
育
の
場
の
提
供
な
ど
が
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
河
川
清
掃
は
、
令
和
5
年
度
中
に
実
施
1
5
0
回
に
達
す
る
予
定
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
が
延
べ
1
1
,
0
0
0
人
近
く
に
な
る
見
通

し
で
す
。
回
収
し
た
ご
み
は
自
転
車
や
タ
イ
ヤ
な
ど
の
粗
大
ご
み
か
ら

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
2
ト
ン
車
約
2
0
0
台
分
に
な
り
ま
す
。
当
会

の
活
動
が
知
ら
れ
る
に
つ
れ
市
民
の
河
川
美
化
ひ
い
て
は
環
境
保
全
意

識
の
向
上
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
自
転
車
、
大
型
家
電
等
の
粗

大
ご
み
は
激
減
し
た
も
の
の
、
海
洋
汚
染
の
元
凶
と
も
言
わ
れ
る
プ
ラ

ゴ
ミ
等
の
投
棄
は
依
然
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

ゴ
ー
ル
の
見
え
に
く
い
「
必
要
で
な
く
な
る
の
が
目
標
」
と
い
う
ア

ン
ビ
バ
レ
ン
ト
的
な
矛
盾
を
抱
え
る
悩
ま
し
い
活
動
で
は
あ
り
ま
す
が
、

当
面
は
「
継
続
は
力
な
り
」
の
成
果
を
期
待
し
て
実
践
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
水
辺
楽
校
」
は
、
小
学
生
以

下
の
幼
児
・
子
供
に
川
遊
び
を
通
し
て
、

多
く
の
命
を
育
む
川
の
大
切
さ
を
学
ん

で
い
た
だ
こ
う
と
の
趣
旨
で
、
荒
川
に

住
む
魚
の
展
示
の
ほ
か
ア
マ
ゴ
の
放
流

や
つ
か
み
取
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
平
均
７
0
0
人
程
度
の
親
子
が
参

加
し
、
今
年
で
13
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

中
・
高
校
生
を
対
象
に
し
た
環
境
教

育
で
は
、
高
校
で
の
講
演
の
ほ
か
、
河

川
清
掃
に
毎
回
平
均
40
人
程
度
の
高
校

生
が
参
加
し
環
境
保
全
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る
実
践
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
当
会
の
清
掃
活
動
に
、
積
極
的
に
生
徒
の
参
加
を
進
め
る
な

ど
環
境
教
育
を
進
め
た
県
立
甲
府
城
西
高
校
は
環
境
省
か
ら
表
彰
さ
れ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
当
会
も
甲
府
市
、
山
梨
県
、
日
本
河
川
協
会
、

             　

N
P
O
法
人　
未
来
の
荒
川
を
つ
く
る
会

　
会
長　

飯
野 

正
久

行
政
サ
ー
ビ
ス
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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国
土
交
通
大
臣
か
ら
表
彰
な
い
し
感
謝

状
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
一
連
の
活
動
を
展
開
す
る
中
で
、
胴
長

靴
や
草
刈
り
機
な
ど
の
装
備
品
の
更
新
・

充
実
に
多
く
の
経
費
を
要
し
、
参
加
者
に

提
供
す
る
お
に
ぎ
り
と
み
そ
汁
の
簡
単

な
朝
食
の
提
供
に
も
支
障
が
出
か
ね
な

い
財
政
状
況
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
支
え
ら
れ
る
N
P
O
の
宿
命
で
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
点
常
に
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
範
囲
を
意
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
河

川
清
掃
は
そ
の
高
い
公
共
性
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
頼
り
で
よ
い
も

の
か
と
い
う
疑
問
で
す
。

S
D
G
s
の
理
念
に
沿

い
発
想
を
新
た
に
し
た

施
策
が
求
め
ら
れ
る
中

で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
は

最
大
の
コ
ス
パ
を
要
求

さ
れ
、
河
川
美
化
は
こ

の
基
準
に
達
し
な
い
可

能
性
は
否
定
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
河
川
美

化
へ
の
取
り
組
み
は
放

置
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
と
す
れ
ば
、
人

件
費
を
要
し
な
い
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す

る
こ
と
は
行
政
の
効
率
的

発
想
に
合
致
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
各
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

補
完
が
さ
れ
て
い
る
実
態

を
双
方
が
前
向
き
に
評
価

す
る
こ
と
こ
そ
w
i
n
︱

w
i
n
の
関
係
と
な
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
士
気
も

高
ま
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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